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(57)【要約】
【課題】移動局装置と基地局装置との間のセル選択手順
を効率的に行うことによって、通信品質を向上させる移
動局装置、基地局装置、通信システム、セル選択方法お
よび集積回路を提供すること。
【解決手段】移動局装置は、セル選択に際して適用され
るセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前
記移動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、
セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出し
たセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する移動局装置であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報とを前記基地局装置より受信し、前記第１
のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動
局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断することを特徴とする
移動局装置。
【請求項２】
　前記移動局装置の推定速度情報に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断する
ことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項３】
　前記基地局装置から設定されたセル選択の候補として適切ではないセルを示す物理セル
ＩＤ情報に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断することを特徴とする請求項
１に記載の移動局装置。
【請求項４】
　前記基地局装置から設定された物理セルＩＤ情報で示されるセルに在圏しているか否か
に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断することを特徴とする請求項１に記載
の移動局装置。
【請求項５】
　セルの測定結果が基準品質を満たし、かつ、適用した前記第１のセル制限情報および前
記第２のセル制限情報によって前記移動局装置のアクセスが制限されていないセルを、セ
ル選択の候補として適切なセルであるとみなすことを特徴とする請求項２から請求項４の
いずれかに記載の移動局装置。
【請求項６】
　前記第２のセル制限情報を検出したセルの報知情報から取得することを特徴とする請求
項５に記載の移動局装置。
【請求項７】
　基地局装置と通信する移動局装置であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報とを前記基地局装置より受信し、
　無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に、前記第１のセル制限情
報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す
情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補
として適切であるかを判断することを特徴とする移動局装置。
【請求項８】
　前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、前記移動局装置が検出し
たセルの報知情報で示されるエリア識別子情報とが一致した場合に、前記第２のセル制限
情報を適用すると判断することを特徴とする請求項７に記載の移動局装置。
【請求項９】
　移動局装置と通信する基地局装置であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限
情報を適用すると判断するための条件に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装
置に送信することを特徴とする基地局装置。
【請求項１０】
　移動局装置と通信する基地局装置であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、無線リソース制御の接続再確立手順に
おけるセル選択の場合に前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報とを、
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報知情報を用いて前記移動局装置に送信することを特徴とする基地局装置。
【請求項１１】
　移動局装置と基地局装置とを備える通信システムであって、
　前記基地局装置は、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限
情報を適用すると判断するための条件に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装
置に送信し、
　前記移動局装置は、
　前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて
、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断することを
特徴とする通信システム。
【請求項１２】
　前記移動局装置は、前記移動局装置の推定速度情報に基づいて、前記第２のセル制限情
報の適用を判断することを特徴とする請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１３】
　前記移動局装置は、前記基地局装置から設定されたセル選択の候補として適切ではない
セルを示す物理セルＩＤ情報に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断すること
を特徴とする請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１４】
　前記移動局装置は、前記基地局装置から設定された物理セルＩＤ情報で示されるセルに
在圏しているか否かに基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断することを特徴と
する請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１５】
　前記移動局装置は、セルの測定結果が基準品質を満たし、かつ、適用した前記第１のセ
ル制限情報および前記第２のセル制限情報によって前記移動局装置のアクセスが制限され
ていないセルを、セル選択の候補として適切なセルであるとみなすことを特徴とする請求
項１２から請求項１４のいずれかに記載の通信システム。
【請求項１６】
　移動局装置と基地局装置とを備える通信システムであって、
　前記基地局装置は、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、無線リソース制御の接続再確立手順に
おけるセル選択の場合に前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報とを、
報知情報を用いて前記移動局装置に送信し、
　前記移動局装置は、
　無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に、前記第１のセル制限情
報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す
情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補
として適切であるかを判断することを特徴とする通信システム。
【請求項１７】
　前記移動局装置は、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、前記
移動局装置が検出したセルの報知情報で示されるエリア識別子情報とが一致した場合に、
前記第２のセル制限情報を適用すると判断することを特徴とする請求項１６に記載の通信
システム。
【請求項１８】
　移動局装置と基地局装置とを備える通信システムにおけるセル選択方法であって、
　前記基地局装置は、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限



(4) JP 2014-11539 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

情報を適用すると判断するための条件に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装
置に送信するステップを具備し、
　前記移動局装置は、
　前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて
、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断するステッ
プを具備することを特徴とするセル選択方法。
【請求項１９】
　移動局装置と基地局装置とを備える通信システムにおけるセル選択方法であって、
　前記基地局装置は、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、無線リソース制御の接続再確立手順に
おけるセル選択の場合に前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報とを、
報知情報を用いて前記移動局装置に送信するステップを具備し、
　前記移動局装置は、
　無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に、前記第１のセル制限情
報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す
情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補
として適切であるかを判断するステップを具備することを特徴とするセル選択方法。
【請求項２０】
　基地局装置と通信する移動局装置に搭載される集積回路であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報とを前記基地局装置より受信する機能と、
前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて、
前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する機能を有
することを特徴とする移動局装置の集積回路。
【請求項２１】
　基地局装置と通信する移動局装置に搭載される集積回路であって、
　セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移
動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報とを前記基地局装置より受信する機能と、
　無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に、前記第１のセル制限情
報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す
情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補
として適切であるかを判断する機能を有することを特徴とする移動局装置の集積回路。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、移動局装置と基地局装置との間のセル選択手順を効率的に行うこ
とによって、通信品質を向上させる移動局装置、基地局装置、通信システム、セル選択方
法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）において
、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency-Division Multiplexing）通信方式やリソースブロッ
クと呼ばれる所定の周波数・時間単位の柔軟なスケジューリングの採用によって、高速な
通信を実現させたＥｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（以降EUTRAと称する）の標準化が行なわれた。
【０００３】
　また、３ＧＰＰでは、より高速なデータ伝送を実現し、ＥＵＴＲＡに対して上位互換性
を持つＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡの議論を行っている。ＥＵＴＲＡでは、基地局装置
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がほぼ同一のセル構成から成るネットワークを前提とした通信システムであったが、Ａｄ
ｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、異なる構成の基地局装置（セル）が同じエリアに混在し
ているネットワーク（異種無線ネットワーク、ヘテロジニアスネットワーク（Ｈｅｔｅｒ
ｏｇｅｎｅｏｕｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ））を前提とした通信システムの議論が行われている
。ヘテロジニアスネットワークを前提とした通信システムでは、従来の通信システムを前
提とした移動局装置の移動性制御（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｃｏｎｔｒｏｌ）機能が正しく動
作しない可能性ある。
【０００４】
　例えば、移動局装置がセル半径の大きいセル（例えば、マクロセル）とセル半径の小さ
いセル（例えば、ピコセル）との間を、ハンドオーバーを行うことによって移動するとき
、高速に移動する移動局装置のハンドオーバーの失敗確率は、低速、または中速で移動す
る移動局装置よりも増加することが非特許文献１で示されている。
【０００５】
　また、非特許文献２では、ヘテロジニアスネットワークにおいて、ハンドオーバーが失
敗した後の無線リソース制御の接続再確立（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ、ＲＲＣ接続再確立）
手順を必要な時間を短縮するために、無線リソース障害の検出に用いるタイマーを短縮す
る方法が示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Ｒ２－１２２８１４，　Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，　Ｐｒ
ａｇｕｅ，　Ｃｚｅｃｈ　Ｒｅｐｕｂｌｉｃ，　２１ｓｔ　－　２５ｔｈ　Ｍａｙ　２０
１２．ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．３ｇｐｐ．ｏｒｇ／ｆｔｐ／ｔｓｇ＿ｒａｎ／ＷＧ２＿Ｒ
Ｌ２／ＴＳＧＲ２＿７８／Ｄｏｃｓ／
【非特許文献２】Ｒ２－１２２５３３，　Ｅｒｉｃｓｓｏｎ，ＳＴ－Ｅｒｉｃｓｓｏｎ，
　Ｐｒａｇｕｅ，　Ｃｚｅｃｈ　Ｒｅｐｕｂｌｉｃ，　２１ｓｔ　－　２５ｔｈ　Ｍａｙ
　２０１２．ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．３ｇｐｐ．ｏｒｇ／ｆｔｐ／ｔｓｇ＿ｒａｎ／ＷＧ
２＿ＲＬ２／ＴＳＧＲ２＿７８／Ｄｏｃｓ／
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　在圏セルから別の周辺セルへ移動局装置が移動することは、ハンドオーバー以外の場合
でも起こりえる。例えば、通信終了後に新たにセル選択を行う場合や、ＲＲＣ接続再確立
手順におけるセル選択の場合に、在圏セルから別の周辺セルへ移動局装置が移動すること
が起こりうる。そのため、ヘテロジニアスネットワークにおいて、従来の方法ではセルセ
レクション（セル選択）手順で選択されるセルが適切なセルでない可能性があるが、この
問題について非特許文献１でも非特許文献２でも示されていない。
【０００８】
　非特許文献１では、ヘテロジニアスネットワークにおけるハンドオーバーに関する問題
が指摘されているが、通信終了後に移動局装置が新たにセル選択を行う場合のセル選択手
順について議論されていない。また、無線リンク障害（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｆａｉｌ
ｕｒｅ）などによって移動局装置がセル選択手順からやり直す場合のセル選択手順につい
て議論されていない。
【０００９】
　非特許文献２では、無線リンク障害後のセル選択の時間が短縮されるのみであり、移動
局装置がヘテロジニアスネットワークを考慮した最適なセルを選択できるかどうかは保証
されていないという問題がある。
【００１０】
　上記の課題を鑑みて、本発明の実施形態の目的は、移動局装置と基地局装置との間のセ
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ル選択手順を効率的に行うことによって、通信品質を向上させる移動局装置、基地局装置
、通信システム、セル選択方法および集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）上記の目的を達成するために以下のような手段を講じた。すなわち、本発明の実
施形態における移動局装置は、基地局装置と通信する移動局装置であって、セル選択に際
して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用
を判断する第２のセル制限情報とを前記基地局装置より受信し、前記第１のセル制限情報
と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出し
たセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する。
【００１２】
　（２）また、本発明の実施形態における移動局装置は、前記移動局装置の推定速度情報
に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断する。
【００１３】
　（３）また、本発明の実施形態における移動局装置は、前記基地局装置から設定された
セル選択の候補として適切ではないセルを示す物理セルＩＤ情報に基づいて、前記第２の
セル制限情報の適用を判断する。
【００１４】
　（４）また、本発明の実施形態における移動局装置は、前記基地局装置から設定された
物理セルＩＤ情報で示されるセルに在圏しているか否かに基づいて、前記第２のセル制限
情報の適用を判断する。
【００１５】
　（５）また、本発明の実施形態における移動局装置は、セルの測定結果が基準品質を満
たし、かつ、適用した前記第１のセル制限情報および前記第２のセル制限情報によって前
記移動局装置のアクセスが制限されていないセルを、セル選択の候補として適切なセルで
あるとみなす。
【００１６】
　（６）また、本発明の実施形態における移動局装置は、前記第２のセル制限情報を検出
したセルの報知情報から取得する。
【００１７】
　（７）また、本発明の実施形態における移動局装置は、セル選択に際して適用されるセ
ルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を判断する第２の
セル制限情報とを前記基地局装置より受信し、無線リソース制御の接続再確立手順におけ
るセル選択の場合に、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２
のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記
移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する。
【００１８】
　（８）また、本発明の実施形態における移動局装置は、前記第２のセル制限情報の適用
が可能なエリアを示す情報と、前記移動局装置が検出したセルの報知情報で示されるエリ
ア識別子情報とが一致した場合に、前記第２のセル制限情報を適用すると判断する。
【００１９】
　（９）また、本発明の実施形態における基地局装置は、移動局装置と通信する基地局装
置であって、移動局装置と基地局装置とを備える通信システムであって、セル選択に際し
て適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を
判断する第２のセル制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限情報を適用すると
判断するための条件に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装置に送信する。
【００２０】
　（１０）また、本発明の実施形態における基地局装置は、移動局装置と通信する基地局
装置であって、セル選択に際して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情
報と、前記移動局装置が適用を判断する第２のセル制限情報と、無線リソース制御の接続
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再確立手順におけるセル選択の場合に前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示
す情報とを、報知情報を用いて前記移動局装置に送信することを特徴とする基地局装置。
【００２１】
　（１１）また、本発明の実施形態における通信システムは、移動局装置と基地局装置と
を備える通信システムであって、前記基地局装置は、セル選択に際して適用されるセルの
アクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を判断する第２のセル
制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限情報を適用すると判断するための条件
に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装置に送信し、前記移動局装置は、前記
第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記
移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する。
【００２２】
　（１２）また、本発明の実施形態における通信システムにおける前記移動局装置は、前
記移動局装置の推定速度情報に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断する。
【００２３】
　（１３）また、本発明の実施形態における通信システムにおける前記移動局装置は、前
記基地局装置から設定されたセル選択の候補として適切ではないセルを示す物理セルＩＤ
情報に基づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断する。
【００２４】
　（１４）また、本発明の実施形態における通信システムにおける前記移動局装置は、前
記基地局装置から設定された物理セルＩＤ情報で示されるセルに在圏しているか否かに基
づいて、前記第２のセル制限情報の適用を判断する。
【００２５】
　（１５）また、本発明の実施形態における通信システムにおける前記移動局装置は、セ
ルの測定結果が基準品質を満たし、かつ、適用した前記第１のセル制限情報および前記第
２のセル制限情報によって前記移動局装置のアクセスが制限されていないセルを、セル選
択の候補として適切なセルであるとみなす。
【００２６】
　（１６）また、本発明の実施形態における通信システムは、移動局装置と基地局装置と
を備える通信システムであって、前記基地局装置は、セル選択に際して適用されるセルの
アクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を判断する第２のセル
制限情報と、無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に前記第２のセ
ル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報とを、報知情報を用いて前記移動局装置に送
信し、前記移動局装置は、無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択の場合に
、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報の適
用が可能なエリアを示す情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出し
たセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する。
【００２７】
　（１７）また、本発明の実施形態における通信システムにおける前記移動局装置は、前
記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、前記移動局装置が検出したセ
ルの報知情報で示されるエリア識別子情報とが一致した場合に、前記第２のセル制限情報
を適用すると判断する。
【００２８】
　（１８）また、本発明の実施形態におけるセル選択方法は、移動局装置と基地局装置と
を備える通信システムにおけるセル選択方法であって、前記基地局装置は、セル選択に際
して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用
を判断する第２のセル制限情報と、前記移動局装置が前記第２のセル制限情報を適用する
と判断するための条件に関する情報とを、報知情報を用いて前記移動局装置に送信するス
テップを具備し、前記移動局装置は、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情
報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補と
して適切であるかを判断するステップを具備する。
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【００２９】
　（１９）また、本発明の実施形態におけるセル選択方法は、移動局装置と基地局装置と
を備える通信システムにおけるセル選択方法であって、前記基地局装置は、セル選択に際
して適用されるセルのアクセス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用
を判断する第２のセル制限情報と、無線リソース制御の接続再確立手順におけるセル選択
の場合に前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報とを、報知情報を用い
て前記移動局装置に送信するステップを具備し、前記移動局装置は、無線リソース制御の
接続再確立手順におけるセル選択の場合に、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル
制限情報と、前記第２のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、セルの測定結
果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを
判断する。
【００３０】
　（２０）また、本発明の実施形態における移動局装置の集積回路は、基地局装置と通信
する移動局装置に搭載される集積回路であって、セル選択に際して適用されるセルのアク
セス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を判断する第２のセル制限
情報とを前記基地局装置より受信する機能と、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセ
ル制限情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記移動局装置が検出したセルがセル選択
の候補として適切であるかを判断する機能を有する。
【００３１】
　（２１）また、本発明の実施形態における移動局装置の集積回路は、基地局装置と通信
する移動局装置に搭載される集積回路であって、セル選択に際して適用されるセルのアク
セス制限を示す第１のセル制限情報と、前記移動局装置が適用を判断する第２のセル制限
情報とを前記基地局装置より受信する機能と、無線リソース制御の接続再確立手順におけ
るセル選択の場合に、前記第１のセル制限情報と、前記第２のセル制限情報と、前記第２
のセル制限情報の適用が可能なエリアを示す情報と、セルの測定結果とに基づいて、前記
移動局装置が検出したセルがセル選択の候補として適切であるかを判断する機能を有する
。
【００３２】
　本明細書では、効率的なセル選択手順を実現する移動局装置、基地局装置、通信システ
ム、セル選択方法および集積回路という点において各実施形態を開示するが、各実施形態
に対して適用可能な通信方式は、ＥＵＴＲＡまたはＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡのよう
にＥＵＴＲＡと上位互換性のある通信方式に限定されるものではない。
【００３３】
　例えば、本明細書で述べられる技術は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）システ
ム、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）システム、およびその他のシステム等の、種々の通信システムにおいて使用され得る。
また、本明細書において、システムとネットワークは同義的に使用され得る。
【００３４】
　また、移動局装置と基地局装置は、キャリア・アグリゲーションによって複数の異なる
周波数バンド（周波数帯）の周波数（コンポーネントキャリア、または周波数帯域）を集
約（アグリゲート、ａｇｇｒｅｇａｔｅ）して一つの周波数（周波数帯域）のように扱う
技術を適用してもよい。コンポーネントキャリアには、上りリンクに対応する上りリンク
コンポーネントキャリアと、下りリンクに対応する下りリンクコンポーネントキャリアと
がある。
【００３５】
　例えば、キャリア・アグリゲーションによって周波数帯域幅が２０ＭＨｚのコンポーネ
ントキャリアを５つ集約した場合、キャリア・アグリゲーションを可能な能力を持つ移動
局装置はこれらを一つの１００ＭＨｚの周波数帯域幅とみなして送受信を行う。なお、集
約するコンポーネントキャリアは連続した周波数であっても、全てまたは一部が不連続と
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なる周波数であってもよい。例えば、使用可能な周波数バンドが８００ＭＨｚ帯、２ＧＨ
ｚ帯、３．５ＧＨｚ帯である場合、あるコンポーネントキャリアが８００ＭＨｚ帯、別の
コンポーネントキャリアが２ＧＨｚ帯、さらに別のコンポーネントキャリアが３．５ＧＨ
ｚ帯で送信されていてもよい。
【００３６】
　また、同一周波数帯の連続または不連続の複数のコンポーネントキャリアを集約するこ
とも可能である。各コンポーネントキャリアの周波数帯域幅は移動局装置の受信可能周波
数帯域幅（例えば２０ＭＨｚ）よりも狭い周波数帯域幅（例えば５ＭＨｚや１０ＭＨｚ）
であっても良く、集約する周波数帯域幅が各々異なっていても良い。周波数帯域幅は、後
方互換性を考慮して従来のセルの周波数帯域幅のいずれかと等しいことが望ましいが、異
なる周波数帯域幅でも構わない。また、後方互換性のないコンポーネントキャリアであっ
てもよい。なお、基地局装置が移動局装置に割り当てる（設定する、追加する）上りリン
クコンポーネントキャリアの数は、下りリンクコンポーネントキャリアの数と同じか少な
いことが望ましい。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明の実施形態によれば、移動局装置と基地局装置との間のセル選択手順を効率的に
行うことによって、通信品質を向上させる移動局装置、基地局装置、通信システム、セル
選択方法および集積回路を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態に係る移動局装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動局装置の測定処理部の概略構成の一例を示す
ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動局装置のセル選択処理の一例を示すフローチ
ャート図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る拡張セル制限に関する情報を示す図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る移動局装置のセル選択処理の一例を示すフローチ
ャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本発明の各実施形態を説明する前に、本発明の各実施形態に関わる技術について以下に
簡単に説明する。
【００４０】
　[物理チャネル／物理シグナル]
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡで使用される主な物理チャネル、およ
び物理シグナルについて説明を行なう。チャネルとは信号の送信に用いられる媒体を意味
し、物理チャネルとは信号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。本発明において
、物理チャネルは、信号と同義的に使用され得る。物理チャネルは、ＥＵＴＲＡ、および
Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおいて、今後追加、または、その構造やフォーマット形
式が変更または追加される可能性もあるが、変更または追加された場合でも本発明の各実
施形態の説明には影響しない。
【００４１】
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、物理チャネル／物理シグナルの
スケジューリングについて無線フレームを用いて管理している。１無線フレームは１０ｍ
ｓであり、１無線フレームは１０サブフレームで構成される。さらに、１サブフレームは
２スロットで構成される（すなわち、１サブフレームは１ｍｓ、１スロットは０．５ｍｓ
である）。また、物理チャネルが配置されるスケジューリングの最小単位としてリソース
ブロックを用いて管理している。リソースブロックとは、周波数軸を複数サブキャリア（
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例えば１２サブキャリア）の集合で構成される一定の周波数領域と、一定の送信時間間隔
（１スロット）で構成される領域で定義される。
【００４２】
　同期シグナル（Synchronization Signals）は、３種類のプライマリ同期シグナルと、
周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号から構成されるセカンダリ同期シグナ
ルとで構成され、プライマリ同期シグナルとセカンダリ同期シグナルの信号の組み合わせ
によって、基地局装置を識別する５０４通りのセル識別子（物理セルＩＤ（Physical Cel
l Identity; PCI））と、無線同期のためのフレームタイミングが示される。移動局装置
は、セルサーチによって受信した同期シグナルの物理セルＩＤを特定する。
【００４３】
　物理報知情報チャネル（PBCH; Physical Broadcast Channel）は、セル内の移動局装置
で共通に用いられる制御パラメータ（報知情報（システム情報）；System information）
を通知（設定）する目的で送信される。物理報知情報チャネルで通知されない報知情報は
、物理下りリンク制御チャネルで無線リソースが通知され、物理下りリンク共用チャネル
によってレイヤ３メッセージ（システムインフォメーション）で送信される。報知情報と
して、セル個別の識別子を示すセルグローバル識別子（CGI; Cell Global Identifier）
、ページングによる待ち受けエリアを管理するトラッキングエリア識別子（TAI; Trackin
g Area Identifier）、ランダムアクセス設定情報（送信タイミングタイマーなど）、共
通無線リソース設定情報などが通知される。
【００４４】
　下りリンクリファレンスシグナルは、その用途によって複数のタイプに分類される。例
えば、セル固有ＲＳ（Cell-specific reference signals）は、セル毎に所定の電力で送
信されるパイロットシグナルであり、所定の規則に基づいて周波数領域および時間領域で
周期的に繰り返される下りリンクリファレンスシグナルである。移動局装置は、セル固有
ＲＳを受信することでセル毎の受信品質を測定する。また、移動局装置は、セル固有ＲＳ
と同時に送信される物理下りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネルの
復調のための参照用の信号としても下りセル固有ＲＳを使用する。セル固有ＲＳに使用さ
れる系列は、セル毎に識別可能な系列が用いられる。
【００４５】
　また、下りリンクリファレンスシグナルは下りリンクの伝搬路変動の推定にも用いられ
る。伝搬路変動の推定に用いられる下りリンクリファレンスシグナルのことをチャネル状
態情報リファレンスシグナル（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ；ＣＳＩ－ＲＳ）と称する。また、移動局装置毎に
個別に設定される下りリンクリファレンスシグナルは、ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ（ＵＲＳ）またはＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＲＳ（ＤＲＳ）と
称され、物理下りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネルを復調すると
きのチャネル補償処理のために参照される。
【００４６】
　物理下りリンク制御チャネル（PDCCH; Physical Downlink Control Channel）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボル（例えば１～４ＯＦＤＭシンボル）で
送信され、移動局装置に対して基地局装置のスケジューリングに従った無線リソース割り
当て情報や、送信電力の増減の調整量を指示する目的で使用される。
【００４７】
　移動局装置は、下りリンクデータや下りリンク制御データであるレイヤ３メッセージ（
ページング、ハンドオーバーコマンドなど）を送受信する前に自局装置宛の物理下りリン
ク制御チャネルを監視（モニタ）し、自局宛の物理下りリンク制御チャネルを受信するこ
とで、送信時には上りリンクグラント、受信時には下りリンクグラント（下りリンクアサ
インメント）と呼ばれる無線リソース割り当て情報を物理下りリンク制御チャネルから取
得する必要がある。なお、物理下りリンク制御チャネルは、上述したＯＤＦＭシンボルで
送信される以外に、基地局装置から移動局装置に対して個別（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割
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り当てられるリソースブロックの領域で送信されるように構成することも可能である。
【００４８】
　物理上りリンク制御チャネル（PUCCH; Physical Uplink Control Channel）は、物理下
りリンク共用チャネルで送信されたデータの受信確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ；Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）や下り
リンクの伝搬路（チャネル状態）情報（ＣＳＩ；Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ）、上りリンクの無線リソース割り当て要求（無線リソース要求）である
スケジューリングリクエスト（ＳＲ；Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を行なう
ために使用される。
【００４９】
　ＣＳＩは、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ
（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＴＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉ
ｎｇ　Ｔｙｐｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む
。各Ｉｎｄｉｃａｔｏｒは、Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎと表記される場合もあるが、その用途
と意味は同じである。
【００５０】
　物理下りリンク共用チャネル（PDSCH; Physical Downlink Shared Channel）は、下り
リンクデータの他、ページングや物理報知情報チャネルで通知されない報知情報（システ
ムインフォメーション）をレイヤ３メッセージとして移動局装置に通知するためにも使用
される。物理下りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制
御チャネルで示される。物理下りリンク共用チャネルは物理下りリンク制御チャネルが送
信されるＯＦＤＭシンボル以外のＯＦＤＭシンボルに配置されて送信される。すなわち、
物理下りリンク共用チャネルと物理下りリンク制御チャネルは１サブフレーム内で時分割
多重されている。
【００５１】
　物理上りリンク共用チャネル（PUSCH; Physical Uplink Shared Channel）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫなどの制御データを含めることも可能である。また、上りリンクデータの他、上りリ
ンク制御情報をレイヤ３メッセージとして基地局装置に通知するためにも使用される。ま
た、下りリンクと同様に物理上りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物
理下りリンク制御チャネルで示される。
【００５２】
　上りリンクリファレンスシグナル（上りリンク参照信号；Uplink Reference Signal、
上りリンクパイロット信号、上りリンクパイロットチャネルとも呼称する）は、基地局装
置が、物理上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上りリンク共用チャネ
ルＰＵＳＣＨを復調するために使用する復調参照信号（ＤＭＲＳ；Demodulation Referen
ce Signal）と、基地局装置が、主に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用
するサウンディング参照信号（ＳＲＳ；Sounding Reference Signal）が含まれる。また
、サウンディング参照信号には、周期的サウンディング参照信号（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｓ
ＲＳ）と非周期的サウンディング参照信号（Ａｐｅｒｉｏｄｉｃ　ＳＲＳ）とがある。
【００５３】
　物理ランダムアクセスチャネル（PRACH; Physical Random Access Channel）は、プリ
アンブル系列を通知（設定）するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有す
る。プリアンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するよ
うに構成されている。物理ランダムアクセスチャネルは、移動局装置の基地局装置へのア
クセス手段として用いられる。移動局装置は、物理上りリンク制御チャネル未設定時の無
線リソース要求や、上りリンク送信タイミングを基地局装置の受信タイミングウィンドウ
に合わせるために必要な送信タイミング調整情報（タイミングアドバンス（Ｔｉｍｉｎｇ
　Ａｄｖａｎｃｅ；ＴＡ）とも呼ばれる）を基地局装置に要求するために物理ランダムア
クセスチャネルを用いる。
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【００５４】
　具体的には、移動局装置は、基地局装置より設定された物理ランダムアクセスチャネル
用の無線リソースを用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング調整情報を受信
した移動局装置は、報知情報によって共通的に設定される（またはレイヤ３メッセージで
個別に設定される）送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タイミングタイマ
ー（ＴＡ　ｔｉｍｅｒ）を設定し、送信タイミングタイマーの有効時間中（計時中）は送
信タイミング調整状態、有効期間外（停止中）は送信タイミング非調整状態（送信タイミ
ング未調整状態）として上りリンクの状態を管理する。
【００５５】
　レイヤ３メッセージは、移動局装置と基地局装置のＲＲＣ（無線リソース制御）層でや
り取りされる制御平面（Ｃｏｎｔｒｏｌ－ｐｌａｎｅ）のメッセージであり、ＲＲＣシグ
ナリングまたはＲＲＣメッセージと同義的に使用され得る。なお、それ以外の物理チャネ
ルは、本発明の各実施形態に関わらないため詳細な説明は省略する。
【００５６】
　[無線ネットワーク]
　基地局装置によって制御される各周波数の通信可能範囲（通信エリア）はセルとしてみ
なされる。このとき、基地局装置がカバーする通信エリアは周波数毎にそれぞれ異なる広
さ、異なる形状であっても良い。また、カバーするエリアが周波数毎に異なっていてもよ
い。基地局装置の種別やセル半径の大きさが異なるセルが、同一の周波数に混在して一つ
の通信システムを形成している無線ネットワークのことを、ヘテロジニアスネットワーク
と称する。
【００５７】
　移動局装置は、セルの中を通信エリアとみなして動作する。移動局装置が、あるセルか
ら別のセルへ移動するときは、非無線接続時（非通信中）はセル再選択手順、無線接続時
（通信中）はハンドオーバー手順によって別の適切なセルへ移動する。適切なセルとは、
一般的に移動局装置のアクセスが基地局装置から指定される情報に基づいて禁止されてい
ないと判断したセルであって、かつ、下りリンクの受信品質が所定の条件を満足するセル
のことを示す。
【００５８】
　なお、キャリア・アグリゲーションは、複数のコンポーネントキャリア（周波数帯域）
を用いた複数のセルによる通信であり、セル・アグリゲーションとも称される。なお、移
動局装置は、周波数毎にリレー局装置（またはリピーター）を介して基地局装置と無線接
続されても良い。すなわち、本発明の各実施形態の基地局装置は、リレー局装置に置き換
えることが出来る。
【００５９】
　３ＧＰＰが規定する基地局装置はノードＢ（NodeB）と称され、ＥＵＴＲＡおよびＡｄ
ｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおける基地局装置はイーノードＢ（eNodeB）と称される。な
お、３ＧＰＰが規定するＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおける移動局
装置はＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と称される。基地局装置は移動局装置が該
基地局装置で通信可能なエリアであるセルを周波数毎に管理する。セルは、移動局装置と
通信可能なエリアの大きさに応じてマクロセルやフェムトセルやピコセル、ナノセルとも
称される。また、移動局装置がある基地局装置と通信可能であるとき、その基地局装置の
セルのうち、移動局装置との通信に使用しているセルは在圏セル（Serving cell）であり
、その他のセルは周辺セル（Neighboring cell）と称される。
【００６０】
　[セル選択手順]
　セル選択手順は、移動局装置がどのセルにもキャンプしていない状態において実行され
る。移動局装置は、セルサーチ手順により、同期シグナルを受信してセルの物理セルＩＤ
を同定し、セルを検出（検知）する。
【００６１】
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　また、移動局装置は、同定したセルの下りリファレンスシグナルの測定結果と、同定し
たセルの物理報知情報チャネルで示されるセルの状態を示すインディケーション（セル状
態情報）と、同定したセルの報知情報で示される移動局装置のアクセスを許可するか否か
の判断に用いるアクセスクラス制限情報と、に基づいて、同定したセルを（１）キャンプ
が可能でありサービスに制限のない適切なセル（Ｓｕｉｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ、適合セル
とも称する）、（２）キャンプは可能であるがサービスに制限セルのあるアクセス可能セ
ル（Ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ）、（３）キャンプも禁止される禁止セル（Ｂａｒ
ｒｅｄ　ｃｅｌｌ、規制セルとも称する）（４）特定のオペレータのみ利用可能な予約セ
ル（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｃｅｌｌ）、のいずれかに分類する。
【００６２】
　アクセス可能セルでは、移動局装置に提供されるサービスとして緊急呼（Ｅｍｅｒｇｅ
ｎｃｙ　ｃａｌｌ）のみが許可される。なお、予約セルは、移動局装置のアクセスクラス
に基づいて、適切なセルと判断することも可能である。例えば、移動局装置のアクセスク
ラスがオペレータ専用端末であれば、予約セルをセル選択の候補セルとみなすことが可能
である。
【００６３】
　適切なセルであるための更なる条件を以下に示す。適切なセルは、移動局装置がサポー
トするＰＬＭＮ（Public Land Mobile Network：公衆陸上移動通信ネットワーク）に属す
るセルでなければならない。また、適切なセルは、ローミング禁止エリアのリストに記載
されているＰＬＭＮに属していてはならない。また、適切なセルは、アクセス可能な移動
局装置を限定するセル（ＣＳＧセル（CSG：Closed Subscriber Group））である場合、移
動局装置が該ＣＳＧセルへのアクセスが可能でなければならない。
【００６４】
　移動局装置は、適切なセルを検出した場合、当該セルを選択してキャンプし、セル選択
手順を終了する。また、適切なセルを検出できなかった場合、アクセス可能セルを選択し
てキャンプし、セル選択手順を終了する。適切なセルもアクセス可能なセルも検出できな
かった場合、セル選択手順を継続する。
【００６５】
　また、セル選択手順は、ＲＲＣ接続が継続不可能となる所定の障害の発生を検出した場
合、障害を回復するためにＲＲＣ接続の再確立手順（ＲＲＣ接続再確立手順）の一部とし
て実行される。移動局装置は、ＲＲＣ接続が継続不可能となる所定の障害を検出した場合
、障害を回復するためにＲＲＣ接続再確立手順を開始し、ＲＲＣ接続の再確立を試みる。
例えば、移動局装置は、下位レイヤ（ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ）で無線リンク障害を検出
したときにＲＲＣ接続再確立手順を開始する。また、移動局装置は、ハンドオーバーの失
敗を検出したときにＲＲＣ接続再確立手順を開始する。また、移動局装置は、ＲＲＣメッ
セージの整合性（ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ）の確認に失敗したときにＲＲＣ接続再確立手順を
開始する。また、移動局装置は、ＲＲＣ接続の再設定の失敗を検出したときにＲＲＣ接続
再確立手順を開始する。
【００６６】
　ＲＲＣ接続再確立手順を開始した移動局装置は、現在の無線チャネル設定などをデフォ
ルト状態に戻し、適切なセルを選択するまでの保護タイマーを起動する。そして、保護タ
イマーが満了するまでに適切なセルを選択した場合、移動局装置は、選択した適切なセル
に対してランダムアクセス手順を開始し、更にランダムアクセス手順が成功した場合は適
切なセルに対してＲＲＣ接続再確立要求メッセージを送信する。
【００６７】
　一方、保護タイマーが満了するまでに適切なセルを選択できなかった場合、移動局装置
は、無線リソース制御の接続を開放し、ＲＲＣ状態を接続状態からアイドル状態へと遷移
させると共にセル選択手順を継続する。
【００６８】
　また、セル選択手順は、移動局装置が基地局装置との通信を終了した後、すなわち、Ｒ
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ＲＣ状態を接続状態からアイドル状態へと遷移し、新たにキャンプするセルを選択する際
に実行される。
【００６９】
　以上の事項を考慮しつつ、以下、添付図面を参照しながら本発明の適切な実施形態につ
いて詳細に説明する。なお、本発明の実施形態の説明において、本発明の実施形態に関連
した公知の機能や構成についての具体的な説明が、本発明の実施形態の要旨を不明瞭にす
ると判断される場合には、その詳細な説明を省略する。
【００７０】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、移動局装置に拡張セ
ル制限に関する情報を適用した際のセル選択方法に関する。
【００７１】
　図１は、本発明の第１の実施形態による移動局装置１の一例を示すブロック図である。
本移動局装置１は、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３、測定処理部１０４、制
御部１０５、上りリンクバッファ制御部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１
０９、上りリンク無線リソース要求制御部１１０、ランダムアクセス制御部１１１、上位
レイヤ１１２から構成される。上位レイヤ１１２は、無線リソース制御を執り行うＲＲＣ
（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の特定の機能を実現するブロック
である。また、上りリンクバッファ制御部１０６、上りリンク無線リソース要求制御部１
１０、ランダムアクセス制御部１１１は、データリンク層を管理するＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の特定の機能を実現するブロックである。
【００７２】
　なお、移動局装置１は、キャリア・アグリゲーションによって複数の周波数（周波数帯
、周波数帯域幅）の同時受信をサポートするために受信系のブロック（受信部１０１、復
調部１０２、復号部１０３）、および複数の周波数（周波数帯、周波数帯域幅）の同時送
信をサポートするために送信系のブロック（符号部１０７、変調部１０８、送信部１０９
）を複数備えてもよい。
【００７３】
　受信に関し、上位レイヤ１１２より制御部１０５へ移動局装置制御情報が入力される。
移動局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報によって構成される移動局装置１の
無線通信制御に必要な情報であり、基地局装置２から個別に送信される無線接続リソース
設定、セル固有の報知情報、またはシステムパラメータにより設定され、上位レイヤ１１
２が必要に応じて制御部１０５へ入力する。制御部１０５は、受信に関する制御情報であ
る受信制御情報を、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３へ適切に入力する。
【００７４】
　受信制御情報は、受信周波数帯域の情報の他に、ＤＲＸ制御情報、各チャネルに関する
受信タイミング、多重方法、無線リソース配置情報などの情報が含まれている。また、制
御部１０５は、セルの測定に関する制御に必要となる測定設定情報を測定処理部１０４に
入力する。測定設定情報は、移動局装置１で測定した在圏セルおよび周辺セルの測定結果
が、指定された測定イベントを満たしたかどうかの測定イベント判定のための測定イベン
ト情報を含む情報である。また、測定設定情報は、移動局装置１で測定した周辺セルの測
定結果が、セル選択に関する選択基準を満たすか否かを判定するための周辺セル情報を含
む情報である。
【００７５】
　受信信号は、受信部１０１において受信される。受信部１０１は、受信制御情報で指定
された周波数帯域で信号を受信する。受信された信号は、復調部１０２へと入力される。
復調部１０２は、受信信号の復調を行い、復号部１０３へと信号を入力して下りリンクデ
ータと下りリンク制御データとを正しく復号し、復号された各データを上位レイヤ１１２
へと入力する。各データは測定処理部１０４にも入力される。
【００７６】
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　また、測定処理部１０４は、検出した周辺セル（コンポーネントキャリア）の下りリン
クリファレンスシグナルの受信品質（ＳＩＲ、ＳＩＮＲ、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＲＳＳＩ
、パスロスなど）を測定し、必要な測定結果を生成する。測定処理部１０４は、測定結果
を、設定された測定イベント情報の基づく測定イベントの成否を判定するセルの品質情報
として用いる。また、測定処理部１０４は、測定結果を、設定された周辺セル情報に基づ
くセル選択またはセル再選択の選択基準のための品質情報として用いる。
【００７７】
　測定処理部１０４には、図３に示すように、セルサーチによって検出したセルの情報（
物理セルＩＤやセルの測定品質）を含む検出セル情報が格納される検出セル情報管理部３
０１と、上位レイヤ１１２から入力される周辺セル情報を格納する周辺セル情報管理部３
０２と、検出セル情報管理部３０１と周辺セル情報管理部３０２とのセル情報を比較し、
適切なセルを選択（再選択）するセル選択部３０３とが少なくとも含まれる。セル選択部
３０３は、入力された各々の情報に基づいて移動局装置がキャンプするのに適切なセルを
選択し、選択したセルの情報を含む選択セル情報を測定結果情報として上位レイヤ１１２
へ入力する。
【００７８】
　また、送信に関し、上位レイヤ１１２より制御部１０５へ各ブロックを制御するための
制御パラメータである移動局装置制御情報が入力され、送信に関する制御情報である送信
制御情報が、上りリンクバッファ制御部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１
０９へ適切に入力される。送信制御情報は、送信信号の上りリンクスケジューリング情報
として、ＤＴＸ制御情報、符号化情報、変調情報、送信周波数帯域の情報、各チャネルに
関する送信タイミング、多重方法、無線リソース配置情報などの情報が含まれている。
【００７９】
　上位レイヤ１１２からランダムアクセス制御部１１１にランダムアクセス設定情報が入
力される。ランダムアクセス設定情報には、プリアンブル情報や物理ランダムアクセスチ
ャネル送信用の無線リソース情報（電力調整パラメータや、最大プリアンブル再送回数な
ど）などが含まれる。また、上位レイヤ１１２は、上りリンク送信タイミングの調整に用
いる送信タイミング調整情報と送信タイミングタイマーを管理し、セル毎（またはセルグ
ループ毎、ＴＡグループ毎）に上りリンク送信タイミングの状態（送信タイミング調整状
態または送信タイミング非調整状態）を管理する。送信タイミング調整情報と送信タイミ
ングタイマーは、送信制御情報に含まれる。
【００８０】
　なお、複数の上りリンク送信タイミングの状態を管理する必要がある場合、上位レイヤ
１１２は、複数のそれぞれのセル（またはセルグループ、ＴＡグループ）の上りリンク送
信タイミングに対応する送信タイミング調整情報を管理する。
【００８１】
　生起した送信データ（上りリンクデータと上りリンク制御データ）は、上位レイヤ１１
２より任意のタイミングで上りリンクバッファ制御部１０６に入力される。このとき、上
りリンクバッファ制御部１０６は、入力された送信データの量（上りリンクバッファ量）
を計算する。上りリンク無線リソース要求制御部１１０には、上位レイヤ１１２よりリソ
ース要求設定情報が設定される。リソース要求設定情報には、少なくとも送信カウンタ設
定情報と無線リソース要求禁止タイマー情報とが含まれている。また、上りリンクバッフ
ァ制御部１０６は、上りリンクバッファ制御部１０６に送信データが入力されたときに、
送信データの発生を上りリンク無線リソース要求制御部１１０へ通知することによって、
上りリンクバッファに送信データが存在することを知らせる。
【００８２】
　上りリンク無線リソース要求制御部１１０は、入力された送信データの送信に必要な無
線リソースが割り当てられているかを判断する。上りリンク無線リソース要求制御部１１
０は、無線リソース割り当てに基づいて、物理上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨ、物理
上りリンク制御チャネルによる無線リソース要求（ＳＲ－ＰＵＣＣＨ）、または物理ラン
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ダムアクセスチャネルのいずれか一つを選択し、選択したチャネルを送信するための制御
処理を符号部１０７および／またはランダムアクセス制御部１１１に対して要求する。
【００８３】
　すなわち、すでに無線リソースが割り当てられており、送信データを物理上りリンク共
用チャネルＰＵＳＣＨで送信可能な状態であるとき、符号部１０７は、上りリンク無線リ
ソース要求制御部１１０の指示に従って割り当て済みの無線リソースに対応する送信デー
タを上りリンクバッファ制御部１０６から取得して符号化し、変調部１０８に出力する。
または、無線リソースが割り当てられていないときで、物理上りリンク制御チャネルによ
る無線リソース要求（ＳＲ－ＰＵＣＣＨ）が可能であるとき、符号部１０７は、上りリン
ク無線リソース要求制御部１１０の指示に従ってＳＲ－ＰＵＣＣＨの送信に必要な制御デ
ータを符号化し、変調部１０８に出力する。
【００８４】
　または、無線リソースが割り当てられていないときで、物理上りリンク制御チャネルに
よる無線リソース要求（ＳＲ－ＰＵＣＣＨ）が不可能であるとき、符号部１０７は、ラン
ダムアクセス制御部１１１に対してランダムアクセス手順の開始を指示する。このとき、
符号部１０７は、ランダムアクセス制御部１１１から入力されるランダムアクセスデータ
情報に基づき物理ランダムアクセスチャネルで送信されるプリアンブル系列を生成する。
また、符号部１０７は送信制御情報に従い、各データを適切に符号化し、変調部１０８に
出力する。
【００８５】
　変調部１０８は、符号部１０７からの出力を送信するチャネル構造に基づいて適切に変
調処理を行う。送信部１０９は、変調部１０８の出力を周波数領域にマッピングすると共
に、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換し、既定の周波数の搬送波にのせて電力増
幅を行う。送信部１０９は、また、上位レイヤ１１２より入力されたセル毎（またセルグ
ループ毎、ＴＡグループ毎）の送信タイミング調整情報に従って上りリンク送信タイミン
グを調整する。上りリンク制御データが配置される物理上りリンク共用チャネルは、ユー
ザデータの他に、例えばレイヤ３メッセージ（無線リソース制御メッセージ；ＲＲＣメッ
セージ）を含めることも可能である。
【００８６】
　図１において、その他の移動局装置１の構成要素は本実施形態に特に強い関連性がない
ため省略してあるが、移動局装置１として動作するために必要なその他の機能を有する複
数のブロックを構成要素として持つことは明らかである。
【００８７】
　図２は、本発明の第１の実施形態による基地局装置２の一例を示すブロック図である。
本基地局装置は、受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３、制御部２０４、符号部２
０５、変調部２０６、送信部２０７、上位レイヤ２０８、ネットワーク信号送受信部２０
９から構成される。なお、基地局装置２は、複数の周波数（周波数帯、周波数帯域幅）を
サポートするために受信系のブロック（受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３）、
および送信系のブロック（符号部２０５、変調部２０６、送信部２０７）を複数備えても
よい。
【００８８】
　上位レイヤ２０８は、下りリンクデータと下りリンク制御データを符号部２０５へ入力
する。符号部２０５は、入力されたデータを符号化し、変調部２０６へ入力する。変調部
２０６は、符号化した信号の変調を行なう。また、変調部２０６から出力される信号は送
信部２０７に入力される。送信部２０７は、入力された信号を周波数領域にマッピングし
た後、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換し、既定の周波数の搬送波にのせて電力
増幅を行い送信する。下りリンク制御データが配置される物理下りリンク共用チャネルは
、典型的にはレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）を構成する。
【００８９】
　また、受信部２０１は、移動局装置１から受信した信号をベースバンドのデジタル信号
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に変換する。移動局装置１に対して異なる複数の送信タイミングのセルを設定している場
合、受信部２０１はセル毎（またセルグループ毎、ＴＡグループ毎）に異なるタイミング
で信号を受信する。受信部２０１で変換されたデジタル信号は、復調部２０２へ入力され
て復調される。復調部２０２で復調された信号は続いて復号部２０３へ入力されて復号さ
れ、正しく復号された上りリンク制御データや上りリンクデータを上位レイヤ２０８へと
出力する。
【００９０】
　これら各ブロックの制御に必要な基地局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報
によって構成される基地局装置２の無線通信制御に必要な情報であり、上位のネットワー
ク装置（ＭＭＥやゲートウェイ装置、ＯＡＭ）やシステムパラメータにより設定され、上
位レイヤ２０８が必要に応じて制御部２０４へ入力する。
【００９１】
　制御部２０４は、送信に関連する基地局装置制御情報を、送信制御情報として符号部２
０５、変調部２０６、送信部２０７の各ブロックに、受信に関連する基地局装置制御情報
を、受信制御情報として受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３の各ブロックに適切
に入力する。基地局装置２のＲＲＣは、上位レイヤ２０８の一部として存在する。
【００９２】
　一方、ネットワーク信号送受信部２０９は、基地局装置２間あるいは上位のネットワー
ク装置と基地局装置２との間の制御メッセージ、またはユーザデータの送信（転送）また
は受信を行なう。図２において、その他の基地局装置２の構成要素は本実施形態に特に強
い関連性がないため省略してあるが、基地局装置２として動作するために必要なその他の
機能を有する複数のブロックを構成要素として持つことは明らかである。
【００９３】
　本発明の第１の実施形態に関するセル選択の処理方法について、図４のフローチャート
図を用いて説明する。
【００９４】
　セル選択処理を開始した移動局装置１は、まず、ステップＳ１０１において、拡張セル
制限を適用するか否かの判断を行う。
【００９５】
　拡張セル制限とは、移動局装置１がセル選択手順において、セル選択の候補として適切
なセルであるか否かの判断に用いるために設定される追加の制限情報のことである。移動
局装置１は、拡張セル制限で示される条件に合致するセルを、適切なセル（Ｓｕｉｔａｂ
ｌｅ　ｃｅｌｌ）ではないとみなす。拡張セル制限は、基地局装置２から個別に設定され
ても良いし、報知情報でセル毎に設定されてもよいし、システムパラメータとして設定さ
れてもよい。報知情報で設定する場合、基地局装置２は、拡張セル制限を既存の報知情報
に追加して送信してもよいし、拡張セル制限を新規の報知情報で送信してもよい。拡張セ
ル制限は、セル選択手順において、通常のセル制限と共に使用される。なお、通常のセル
制限を第１のセル制限情報、拡張セル制限を第２のセル制限情報と称してもよい。
【００９６】
　移動局装置１は、自局装置の推定速度（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｓｔａｔｅ　ｅｓｔｉｍａ
ｔａｔｉｏｎ（ＭＳＥ）とも称する）情報に基づいて拡張セル制限を適用するか否かを判
断してもよい。一例として、移動局装置１は、移動局装置１が推定した自局装置の推定速
度情報が低速度以外である場合に拡張セル制限が適用されると判断してもよい。この場合
、移動局装置１は、自局装置の推定速度情報が低速度である場合は拡張セル制限を適用せ
ず、中速度または高速度である場合は拡張セル制限を適用してもよい。または、移動局装
置１は、移動局装置１が推定した自局装置の推定速度情報が中速度以上である場合に拡張
セル制限が適用されると判断してもよい。または、移動局装置１は、移動局装置１が推定
した自局装置の推定速度情報が高速度である場合に拡張セル制限が適用されると判断して
もよい。
【００９７】
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　または、移動局装置１は、移動局装置１が推定した自局装置の推定速度情報が基地局装
置２からセル毎や周波数毎に設定される拡張セル制限の適用速度に一致した場合に拡張セ
ル制限が適用されると判断してもよい。一例として、基地局装置２から拡張セル制限の適
用速度が高速度と設定されていた場合、移動局装置１は、自局装置の推定速度情報が低速
度または中速度である場合は拡張セル制限を適用せず、高速度である場合にのみ拡張セル
制限を適用してもよい。
【００９８】
　または、移動局装置１は、セル選択の対象として適切なセルではないことを示す一つま
たは複数の物理セルＩＤ情報が基地局装置２から設定された場合に拡張セル制限が適用さ
れると判断してもよい。物理セルＩＤ情報は、セル半径の小さいセル（例えば、ピコセル
）を識別するための情報であってもよい。物理セルＩＤ情報は、物理セルＩＤの範囲を示
す情報であってもよい。または、拡張セル制限は、移動局装置１が、セル選択の対象とし
て適切なセルではないことを示す一つまたは複数の物理セルＩＤ情報が基地局装置２から
設定され、かつ、当該物理セルＩＤ情報で示されるセルがセル選択の対象として適切なセ
ルとして有効であることを示す情報が設定された場合に適用される。
【００９９】
　または、移動局装置１は、移動局装置１の在圏セル（キャンプ中セル）、または移動局
装置１の直近の在圏セル（キャンプしていたセル）が基地局装置２から設定されたセルで
ある場合に拡張セル制限が適用されると判断してもよい。一例として、基地局装置２から
拡張セル制限を適用する在圏セルを示す物理セルＩＤ情報が移動局装置１に対して設定さ
れ、かつ、該物理セルＩＤ情報で示されるセルに移動局装置１が在圏している場合に、移
動局装置１は拡張セル制限を適用してもよい。物理セルＩＤ情報は、セル半径の小さいセ
ル（例えば、ピコセル）を識別するための情報であってもよい。物理セルＩＤ情報は、物
理セルＩＤの範囲を示す情報であってもよい。また、拡張セル制限を適用する在圏セルを
示す物理セルＩＤ情報と、拡張セル制限によって制限されるセルを示す物理セルＩＤ情報
はそれぞれ独立に設定されていてもよい。
【０１００】
　または、移動局装置１が拡張セル制限に関する情報を保持している（つまり、基地局装
置２から設定されている）場合に、拡張セル制限を適用するか否かを基地局装置２からセ
ル毎や周波数毎に設定されてもよい。この場合、基地局装置２から拡張セル制限の非適用
が設定されている場合、移動局装置１が拡張セル制限に関する情報を保持しているか否か
に関わらず、移動局装置１は、常に拡張セル制限を適用しなくてもよい。
【０１０１】
　移動局装置１は、上述した拡張セル制限に関する情報を適用する条件の組み合わせに基
づいて拡張セル制限を適用するか否かを判断してもよい。例えば、移動局装置１は、推定
速度情報と物理セルＩＤ情報の組み合わせに基づいて拡張セル制限の適用を判断してもよ
い。組み合わせの一例として、移動局装置１は、推定速度情報が高速度である場合で、か
つ、物理セルＩＤ情報で指定されたセルにキャンプしている場合に拡張セル制限を適用す
ると判断してもよい。また、移動局装置１は、ＲＲＣの状態が、接続状態（コネクティッ
ド状態）からアイドル状態へと遷移する際に実行されるセル選択手順において上記条件が
有効であると判断してもよい。すなわち、移動局装置１は、初期セル選択手順におけるセ
ル選択においては上記条件が無効であると判断してもよい。
【０１０２】
　一方、拡張セル制限に関する情報を保持していない（設定されていない）移動局装置１
は、セル選択において通常のセル制限を適用する（ステップＳ１０２）。通常のセル制限
とは、移動局装置１のアクセスを分類するために用いるアクセスクラス別に設定されるア
クセスクラス制限情報と、セル全体の移動局装置１に対して適用されるセルの状態を示す
セル状態情報、などの制限情報である。
【０１０３】
　アクセスクラス制限情報とは、移動局装置１の呼種別（通常呼、緊急呼など）や、移動
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局装置１の所属クラス（オペレータ専用端末、公的機関専用端末など）によって分類され
るアクセスクラスに対し、ある特定のアクセスクラスからのアクセス（通信）を制限する
ために設定される。また、例えば、禁止セル（Ｂａｒｒｅｄ　ｃｅｌｌ）や、予約セルな
どがセル状態情報として設定され、そのセルの状態に対応する移動局装置１以外のアクセ
スを制限するために設定される。例えば、予約セルであれば、オペレータ専用端末以外の
移動局装置１のアクセスは当該セルにおいて制限される。
【０１０４】
　ステップＳ１０１で拡張セル制限を適用する必要があると判断した移動局装置１は、セ
ル選択において拡張セル制限を適用する（ステップＳ１０３）。移動局装置１は、拡張セ
ル制限の適用対象となるセルを次に示すいずれかの方法を用いて判断する。
【０１０５】
　例えば、移動局装置１は、基地局装置２によって設定された物理セルＩＤ情報で示され
るセルに対して拡張セル制限が適用されると判断し、当該セルをセル選択の候補として適
切ではないとみなす。なお、物理セルＩＤ情報は、複数の物理セルＩＤを含む物理セルＩ
Ｄの範囲を示す情報でもよい。物理セルＩＤ情報で示されるセルとは、例えば、セル半径
の小さいセル（ピコセルなど）である。物理セルＩＤ情報は、ＲＲＣメッセージで移動局
装置１に対して個別に設定されても良いし、報知情報の一部としてセル毎に設定されても
良いし、システムパラメータによってシステム全体に対して設定されていても良い。
【０１０６】
　または、移動局装置１は、基地局装置２によって設定された物理セルＩＤ情報で示され
るセル以外に対して拡張セル制限が適用されると判断し、当該セル以外をセル選択の候補
として適切ではないとみなす。なお、物理セルＩＤ情報は、複数の物理セルＩＤを含む物
理セルＩＤの範囲を示す情報でもよい。物理セルＩＤ情報で示されるセルとは、例えば、
セル半径の大きいセル（マクロセルなど）である。物理セルＩＤ情報は、ＲＲＣメッセー
ジで移動局装置１に対して個別に設定されても良いし、報知情報の一部としてセル毎に設
定されても良いし、システムパラメータによってシステム全体に対して設定されていても
良い。
【０１０７】
　または、移動局装置１は、基地局装置２によって所定の情報が設定されたセルに対して
拡張セル制限が適用されると判断し、当該セルをセル選択の候補として適切ではないとみ
なす。所定の情報が設定されたセルとは、例えば、拡張セル制限を適用した際にセル選択
の候補として適切ではないセルであることを示す識別情報が設定されているセルである。
識別情報は、ＲＲＣメッセージで移動局装置１に対して個別に設定されても良いし、報知
情報の一部としてセル毎に設定されても良い。報知情報の一部として設定される場合、拡
張セル制限に関する情報の適用時にセル選択の候補として適切ではないセルであることを
示す符号化された１ビットの情報が基地局装置２によってセル毎に設定される。
【０１０８】
　または、移動局装置１は、基地局装置２によって所定の情報が設定されたセル以外のセ
ルに対して拡張セル制限が適用されると判断し、当該セルをセル選択の候補として適切で
あるとみなし、さらに、当該セル以外のセルをセル選択の候補として適切ではないとみな
す。所定の情報が設定されたセルとは、例えば、拡張セル制限を適用した際にセル選択の
候補として適切なセルであることを示す識別情報が設定されているセルである。識別情報
は、ＲＲＣメッセージで移動局装置１に対して個別に設定されても良いし、報知情報の一
部としてセル毎に設定されても良い。報知情報の一部として設定される場合、拡張セル制
限に関する情報の適用時にセル選択の候補として適切なセルであることを示す符号化され
た１ビットの情報が基地局装置２によってセル毎に設定される。
【０１０９】
　または、移動局装置１は、基地局装置２によって設定された周波数と同一周波数のセル
に対して拡張セル制限が適用されると判断し、当該設定された周波数と同一周波数のセル
をセル選択の候補として適切ではないとみなす。拡張セル制限が適用される周波数を設定
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する情報は、ＲＲＣメッセージで移動局装置１に対して個別に設定されても良いし、報知
情報の一部として周波数毎に設定されても良い。報知情報の一部として設定される場合、
拡張セル制限に関する情報の適用時にセル選択の候補として適切なセルであることを示す
符号化された１ビットの情報が基地局装置２によって周波数毎に設定される。
【０１１０】
　または、移動局装置１は、基地局装置２によって設定された周波数以外の周波数のセル
に対して拡張セル制限が適用されると判断し、当該設定された周波数と同一周波数のセル
をセル選択の候補として適切であるとみなし、さらに、当該設定された周波数以外の周波
数のセルをセル選択の候補として適切ではないとみなす。拡張セル制限が適用される周波
数を設定する情報は、ＲＲＣメッセージで移動局装置１に対して個別に設定されても良い
し、報知情報の一部として周波数毎に設定されても良い。報知情報の一部として設定され
る場合、拡張セル制限に関する情報の適用時にセル選択の候補として適切なセルであるこ
とを示す符号化された１ビットの情報が基地局装置２によって周波数毎に設定される。
【０１１１】
　ステップＳ１０３で、拡張セル制限を適用した移動局装置１は、ステップＳ１０２にお
いて通常のセル制限もまた適用される。
【０１１２】
　そして、移動局装置１は、ステップＳ１０４にて、適用したセル選択の制限情報に基づ
いてセル選択基準判定の処理を行う。すなわち、セル制限および拡張セル制限を適用した
移動局装置１は、セル制限および拡張セル制限の条件に合致するセルをセル選択の候補か
ら除外してセル選択基準判定を行い、セルを選択する。一方、セル制限のみを適用した移
動局装置１は、セル制限の条件に合致するセルをセル選択の候補から除外してセル選択基
準判定を行い、適切なセルを判定（判断）する。
【０１１３】
　セル選択基準判定とは、移動局装置１において、セルの測定結果が基準品質を満たし、
かつ、セル制限および拡張セル制限に該当しないセルを適切なセルとみなす処理である。
【０１１４】
　基準品質を満たすセルとは、少なくとも異なる２つのセルの測定結果がともに基準品質
を満たすセルである。例えば、下りリンクリファレンスシグナルの受信電力（ＲＳＲＰ：
Reference Signal Received Power）から事前に通知されている受信電力オフセット値を
減算した値と、下りリンクリファレンスシグナルの受信品質（ＲＳＲＰ：Reference Sign
al Received Quality）から事前に通知されている受信品質オフセット値を減算した値と
が、共に０（ゼロ）を超えているときに、当該セルは基準品質を満たすとみなされ、セル
選択の候補となる。
【０１１５】
　なお、移動局装置１は、ステップＳ１０４のセル選択基準判定を行った後に、ステップ
Ｓ１０１のセル制限に関する情報を適用するか否かの判断を実行するように構成すること
も可能である。
【０１１６】
　このように構成することよって、移動局装置１は、セルサーチによって検出した検出セ
ルの情報（検出セル情報）と、報知情報から取得した周辺セルのセル制限に関する情報（
周辺セル情報）とを比較し、セル選択の候補セルとして適切ではないセルを除外し、適切
なセルを選択することができる。
【０１１７】
　本実施形態の移動局装置１は、基地局装置２から設定される拡張セル制限を適用するこ
とによって、通常のセル制限に加え、特定状況下において適切ではないセルを選択の候補
セルから除外することが可能となる。また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１
に対して拡張セル制限を送信し、移動局装置１に対して拡張セル制限を適用させることに
よって、通常のセル制限に加え、特定状況下において適切ではないセルを選択の候補セル
から除外させることが可能となる。
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【０１１８】
　第１の実施形態によれば、移動局装置１は、基地局装置２から設定された情報に基づい
て周辺セル環境に応じた効率的なセル選択手順を実行することが可能となるため、選択先
のセルとして相応しくないセルを選択する可能性を低減することができる。また、基地局
装置２は、移動局装置１に対して自局装置の周辺環境に基づいた効率的なセル選択手順を
実行させることが可能となるため、選択先のセルとして相応しくないセルを選択する可能
性を低減させることができる。そのため、移動局装置１が選択先のセルへアクセスする際
の成功確率が向上し、通信品質を向上することができる。
【０１１９】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態について以下に説明する。
【０１２０】
　ＲＲＣ接続再確立手順におけるセル選択は、障害の発生した通信を回復させることを第
一の目的としたものであるため、移動局装置１がセルを選択するよりも、基地局装置２が
選択するセルを移動局装置１に対して指示する方がＲＲＣ接続再確立手順の成功確率が向
上する可能性がある。そこで、第２の実施形態では、第１の実施形態に対して次の変更を
行う。
【０１２１】
　第１の変更は、ＲＲＣ接続再確立手順においてのみ適用される拡張セル制限を用意する
ことである。すなわち、基地局装置２は、ＲＲＣ接続再確立手順において適用される第１
の拡張セル制限と、ＲＲＣ接続再確立手順以外において適用される第２の拡張セル制限と
を移動局装置１に対して設定し、移動局装置１は、ＲＲＣ接続再確立手順の際に第１の拡
張セル制限を適用し、ＲＲＣ接続再確立手順以外において第２の拡張セル制限を適用して
セル選択手順を実行する。第１の拡張セル制限は、第２の拡張セル制限のサブセットであ
ってもよい。
【０１２２】
　なお、第１の拡張セル制限と第２の拡張セル制限が実際には同じ情報であっても構わな
い。このとき、基地局装置２は、第１の拡張セル制限を送信しないことによって、第１の
拡張セル制限と第２の拡張セル制限が同じ情報であることを暗黙的に示してもよい。
【０１２３】
　または、第１の拡張セル制限、または第２の拡張セル制限のどちらか一方を設定しない
構成も可能である。移動局装置１は、第１の拡張セル制限を受信しなかったときは、ＲＲ
Ｃ接続再確立手順において拡張セル制限を適用しないでセル選択手順を実行する。同様に
、移動局装置１は、第２の拡張セル制限を受信しなかったときは、ＲＲＣ接続再確立手順
以外において拡張セル制限を適用しないでセル選択手順を実行する。
【０１２４】
　第２の変更は、第１の拡張セル制限の有効範囲を識別する情報をパラメータとして追加
することである。有効範囲を識別する情報とは、例えば、エリア識別子（エリア識別子情
報）であり、基地局装置２から報知情報でセル毎に送信される。図５は、エリア識別子と
拡張セル制限に関する情報とが基地局装置２から移動局装置１に設定される場合のパラメ
ータの対応関係を示した例である。
【０１２５】
　基地局装置２は、エリア識別子と拡張セル制限に関する情報をセットとして管理し、そ
れらをリスト化して移動局装置１に対して送信する。基地局装置２は、設定した拡張セル
制限に対応するエリア識別子を指定することによって、設定した拡張セル制限のパラメー
タに関して追加、削除、変更を行ってもよい。
【０１２６】
　このとき、移動局装置１は、ＲＲＣ接続再確立手順において検出したセルからエリア識
別子を取得する。そして、該エリア識別子がエリア識別子１であった場合、対応する拡張
セル制限として拡張セル制限１を適用してセル選択手順を実行する。また、移動局装置１
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は、取得したエリア識別子がエリア識別子２であった場合、対応する拡張セル制限として
拡張セル制限２を適用してセル選択手順を実行する。
【０１２７】
　また、移動局装置１は、取得したエリア識別子に対応する拡張セル制限が設定されてい
ない場合、セル制限のみを適用してセル選択手順を実行する。また、移動局装置１は、エ
リア識別子が設定されていないセルを選択した場合、セル制限のみを適用してセル選択手
順を実行する。
【０１２８】
　本発明の第２の実施形態に関するセル選択の処理方法について、図６のフローチャート
図を用いて説明する。
【０１２９】
　セル選択処理を開始した移動局装置１は、まず、ステップＳ２０１において、セル選択
がＲＲＣ接続再確立手順におけるセル選択手順であるか否かの判断を行う。そして、実行
するセル選択手順がＲＲＣ接続再確立手順におけるセル選択手順である場合、取得したセ
ルのエリア識別子に対応する拡張セル制限（第１の拡張セル制限）に関する情報が設定さ
れているか（保持しているか）どうかの判断を行う（ステップＳ２０２）。取得したエリ
ア識別子に対応する拡張セル制限が設定されている場合、移動局装置１は、対応する第１
の拡張セル制限を適用するかについて判断し、必要であれば適用する（ステップ２０３）
。そして、移動局装置１は、続いて通常のセル制限を適用するかについて判断し、必要で
あれば適用する（ステップ２０５）。
【０１３０】
　一方、取得したエリア識別子に対応する拡張セル制限が設定されていない場合、または
、エリア識別子が取得できなかった場合、移動局装置１は、通常のセル制限を適用するか
について判断し、必要であれば適用する（ステップ２０５）。
【０１３１】
　また、ステップＳ２０１で実行するセル選択手順がＲＲＣ接続再確立手順におけるセル
選択手順ではない場合、すなわち、初期セル選択手順の場合と基地局装置２との通信を終
了した後に実行されるセル選択手順の場合、移動局装置１は第２の拡張セル制限を適用す
るかについて判断し、必要であれば適用する（ステップＳ２０４）。なお、第２の拡張セ
ル制限が設定されていない場合、移動局装置１はステップＳ２０４の処理をスキップする
。そして、移動局装置１は、続いて通常のセル制限を適用する（ステップ２０５）。
【０１３２】
　移動局装置１は、ステップＳ２０６にて、適用したセル選択の制限情報に基づいてセル
選択基準判定の処理を行う。すなわち、セル制限および拡張セル制限（第１の拡張セル制
限または第２の拡張セル制限）を適用した移動局装置１は、セル制限および拡張セル制限
の条件に合致するセルをセル選択の候補から除外してセル選択基準判定を行い、セルを選
択する。一方、セル制限のみを適用した移動局装置１は、セル制限の条件に合致するセル
をセル選択の候補から除外してセル選択基準判定を行い、適切なセルを判定（判断）する
。ここで、拡張セル制限の適用の判断に関する詳細、拡張セル制限に関する情報の詳細、
および、セル選択基準判定の詳細は、第１の実施形態で説明した内容と同じであるため説
明は省略する。
【０１３３】
　なお、移動局装置１は、ステップＳ２０６のセル選択基準判定を行った後に、ステップ
Ｓ２０１のＲＲＣ接続再確立手順であるか否かの判断を実行するように構成することも可
能である。
【０１３４】
　このように構成することよって、移動局装置１は、セルサーチによって検出した検出セ
ルの情報（検出セル情報）と、報知情報から取得した周辺セルのセル制限に関する情報（
周辺セル情報）と設定されたエリア毎に比較し、セル選択の候補セルとして適切ではない
セルをエリア毎に除外し、適切なセルを選択することができる。
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【０１３５】
　本実施形態の移動局装置１は、基地局装置２から設定される拡張セル制限をＲＲＣ接続
再確立時とそれ以外の場合に分類して適用することによって、通常のセル制限に加え、特
定状況下において適切ではないセルを選択の候補セルから除外することが可能となる。ま
た、本実施形態の移動局装置１は、エリア毎に拡張セル制限を適用することができる。ま
た、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１に対して複数の拡張セル制限を送信し、
移動局装置１に対してＲＲＣ接続再確立時とそれ以外の場合に基づいて拡張セル制限を適
用させることによって、通常のセル制限に加え、特定状況下において適切ではないセルを
選択の候補セルから除外させることが可能となる。また、本実施形態の基地局装置２は、
移動局装置１に対してエリア毎に異なる拡張セル制限を設定することができる。
【０１３６】
　第２の実施形態によれば、移動局装置１は、基地局装置２から設定された情報に基づい
て、周辺セル環境に応じた効率的なセル選択手順を、ＲＲＣ接続再確立手順とそれ以外の
手順とを判断して実行することが可能となるため、選択先のセルとして相応しくないセル
を選択する可能性を低減することができる。また、基地局装置２は、移動局装置１に対し
て自局装置の周辺環境に基づいた効率的なセル選択手順を、ＲＲＣ接続再確立手順とそれ
以外の手順とを判断させて実行させることが可能となるため、選択先のセルとして相応し
くないセルを選択する可能性を低減させることができる。そのため、移動局装置１が選択
先のセルへアクセスする際の成功確率が向上し、通信品質を向上することができる。
【０１３７】
　なお、以上説明した実施形態は単なる例示に過ぎず、様々な変形例、置換例を用いて実
現することができる。例えば、本上りリンク送信方式は、ＦＤＤ（周波数分割復信）方式
とＴＤＤ（時分割復信）方式のどちらの通信システムに対しても適用可能である。また、
下りリンクの測定値は、パスロスや、それ以外の測定値（ＳＩＲ、ＳＩＮＲ、ＲＳＲＰ、
ＲＳＲＱ、ＲＳＳＩ、ＢＬＥＲ）を代わり用いても良いし、これらの測定値の複数を組み
合わせて使用することも可能である。また、実施形態で示される各パラメータの名称は、
説明の便宜上呼称しているものであって、実際に適用されるパラメータ名称と本発明の実
施形態のパラメータ名称とが異なっていても、本発明の実施形態において主張する発明の
趣旨に影響するものではない。
【０１３８】
　また、移動局装置１とは、移動する端末に限らず、固定端末に移動局装置１の機能を実
装することなどにより本発明の実施形態を実現しても良い。移動局装置は、ユーザ端末、
端末装置、通信端末、移動機、移動局、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）とも称される。基地局装置は、無線基地局装置、基地局
、無線基地局、固定局、ＮＢ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ
）ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＢＳ（Ｂａｓｅ　Ｓ
ｔａｔｉｏｎ）とも称される。
【０１３９】
　また、説明の便宜上、実施形態の移動局装置１および基地局装置２を機能的なブロック
図を用いて説明したが、移動局装置１および基地局装置２の各部の機能またはこれらの機
能の一部を実現するための方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアモジュール、またはこれら２つを組み合わせたもの
によって、直接的に具体化され得る。もしソフトウェアによって実装されるのであれば、
その機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体上の一つ以上の命令またはコードとして保
持され、または伝達され得る。コンピュータ読み取り可能な媒体は、コンピュータプログ
ラムをある場所から別の場所への持ち運びを助ける媒体を含むコミュニケーションメディ
アやコンピュータ記録メディアの両方を含む。
【０１４０】
　そして、一つ以上の命令またはコードをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録し
、この記録媒体に記録された一つ以上の命令またはコードをコンピュータシステムに読み
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込ませ、実行することにより移動局装置１や基地局装置２の制御を行なっても良い。なお
、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むも
のとする。
【０１４１】
　本発明の各実施形態に記載の動作をプログラムで実現してもよい。本発明の各実施形態
に関わる移動局装置１および基地局装置２で動作するプログラムは、本発明の各実施形態
に関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピ
ュータを機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、そ
の処理時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に
応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。また、プログラムを実行
することにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指
示に基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共
同して処理することにより、本発明の各実施形態の機能が実現される場合もある。
【０１４２】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、半導体媒体（例えば、ＲＡＭ、
不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録
媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディスク等）等の可搬媒体、コンピュータシス
テムに内蔵されるディスクユニット等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ
読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回
線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラム
を保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮
発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。
【０１４３】
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、
さらに、前述した機能をコンピュータシステムに既に記録されているプログラムとの組み
合わせで実現できるものであっても良い。
【０１４４】
　また、上記各実施形態に用いた移動局装置１および基地局装置２の各機能ブロック、ま
たは諸特徴は、本明細書で述べられた機能を実行するように設計された汎用用途プロセッ
サ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向けあるいは一般用途向けの集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイシグナル（ＦＰＧＡ）、また
はその他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジ
ック、ディスクリートハードウェア部品、またはこれらを組み合わせたものによって、実
装または実行され得る。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセッサであっても良いが、
代わりにプロセッサは従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
はステートマシンであっても良い。汎用用途プロセッサ、または上述した各回路は、デジ
タル回路で構成されていてもよいし、アナログ回路で構成されていてもよい。
【０１４５】
　プロセッサはまた、コンピューティングデバイスを組み合わせたものとして実装されて
も良い。例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と接続された一つ以上のマイクロプロセッサ、またはその他のそのような構成を組み合わ
せたものである。
【０１４６】
　以上、この発明の実施形態について特定の具体例に基づいて詳述してきたが、本発明の
各実施形態の趣旨ならびに特許請求の範囲は、これら特定の具体例に限定されないことは
明らかである。すなわち、本明細書の記載は例示説明を目的としたものであり、本発明の
各実施形態に対して何ら制限を加えるものではない。
【符号の説明】
【０１４７】
１…移動局装置
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２…基地局装置
１０１、２０１…受信部
１０２、２０２…復調部
１０３、２０３…復号部
１０４…測定処理部
１０５、２０４…制御部
１０６…上りリンクバッファ制御部
１０７、２０５…符号部
１０８、２０６…変調部
１０９、２０７…送信部
１１０…上りリンク無線リソース要求制御部
１１１…ランダムアクセス制御部
１１２、２０８…上位レイヤ
２０９…ネットワーク信号送受信部
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